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　今、地域経済は「元気」を求めております。地域経済が元気になるため
には、元気な起業家や事業者の活躍が不可欠です。 
　元気な地域経済を目指し、夢を創り、夢を実現するため、独立して起業
したい人、社内で新たな事業を展開したい人、ふるさとを元気にしたい人
を対象に、起業にあたっての心構えや事業アイディアの構
想化、事業計画作成方法などを学んでいただく、『いわ
て起業家大学』を開催します。 
　奮って「いわて起業家大学」にご参加ください。 

いわて起業家大学 

・　創業しようとする人 
・　創業間もない人 
・　事業後継者・社内ベンチャー 

ファーストステージ 
（セミナー形式） 

○　起業家マインドパワーアップ講座 
○　ビジネスプラン作成講座 

セカンドステージ 
（選定されたビジネスプランの検討） 

○　ビジネスシミュレーション講座 
○　ビジネスプラン発表会 

創造的な発想の 
できる人・起業家の卵へ 

first 
stage

second 
stage

受講 

事業計画提出 

修了 

※受講生のプライバシーは厳守します。 

 新事業支援課 TEL 019-621-5070　FAX 019-621-5481 
  URL http://www.joho-iwate.or.jp/info/kigyouka 
  E-mail　shinsangyo@joho-iwate.or.jp

お申込み・ 
お問合わせ先 

いわて起業家大学  

講師：福島正伸先生 

平 成15 年 度 実 施 要 項  
主　　催 岩手県、財団法人いわて産業振興センター 
期　　間 【平日夜間コース】 
 　平成15年5月15日～10月12日（延べ11回) 
 【日曜昼間コース】 
 　平成15年11月9日～平成16年3月14日（延べ8回) 
講　　師 （株）アントレプレナーセンター 
 代表　福島　正伸氏 
会　　場 盛岡駅西口マリオス18階会議室　他 
受 講 料  無料 
定　　員 1コース100名・先着順。定員になり次第締切 
申込方法 所定の申込書により郵送、FAXで申込 
 ※4月下旬よりホームページからの申込みもできます。　 

　『いわて起業家大学』は、地方自

治体等主催の起業家セミナーとし

ては全国に先駆け、平成７年度か

ら開催しています。 

　この間、起業に関心を持つサラ

リーマン、主婦、学生、企業ＯＢな

どの皆様に幅広く受講をいただい

た結果、修了生は356名にのぼり、

この中から65名の新規創業者が

誕生しているほか、既存事業から

新規分野への展開を果たした方々

もいらっしゃいます。 

　昨年度は定員を超える受講申込

をいただき、大変な盛況でした。 

　今年度も、受講料を無料、コース

は2回用意しているほか、カリキ

ュラムは、右図のような２段階形

式で、受講生のアイディアや技術

をビジネスとして成功させるため

のノウハウを、経験豊富な講師が

熱血指導します。 

　この講座は、新規事業のコツを

掴むまたとない機会ですので、ぜ

ひご応募ください。 

　当センター（取引支援課）は、次のとおり「外注ニーズ調査」
を実施しました。 
　受注活動の参考にしていただくため、以下に調査結果の概
要をお知らせします。 
　これによると、前年度に比べ生産状況及び外注している加
工内容等には目立った変化がないものの、県内受注企業への
外注金額が大きく減少しており、県内受注企業が苦戦を強い
られている状況が窺われます。 
　なお、後半に記載の「発注案件」の詳しい内容をお知りに
なりたい場合は、当課にお問い合わせください。 
 

―県内主要発注企業外注ニーズ調査結果― 

生産状況 
(1) 　現況 
　回答企業114社の生産状況を

生産品目総数351品目（前年度

340品目）についてみると「多忙」と

する品目が31品目で8.8％（前年度

26品目7.6％）、「適正」が165品目

で47.0％（同109品目32.1％）、「余

力あり」が155品目で44.2％（同205

品目47.0％）である。前年度に比

べ「適正」が14.9ポイント増加し、「余

力あり」が16.1ポイント減少しており、

全体としては上向きの傾向にある

ことが窺われる。（図１） 

　これを製造分野別にみると、「多

忙」はOA機器が41.7％（同11.8％）

で最も高く、次いで輸送機器が

11.7%(同7.1％)である。「適正」は

電子部品が71.4％（同58.8％）、住

宅関連が66.7％（同88.9％）、通信

機器が62.5％（同31.4％）電気音

響が55.6％（同40.0％）である。「余

力あり」は農林機器が64.7%(同

66.7％)、精密機器が56.5％（同

73.9％）、半導体が56.0％（同64.7％）

である。（図2） 

 
(2) 　見通し 
　今後の見通しを生産品目総数

351品目についてみると、「上昇」が

43品目で12.3％（前年度25品目7.4

％）、「横ばい」が206品目で58.7％

（同146品目42.9％）、「減少」が

29.1％（同169品目49.7％）であり、

ここでも全体としては上向きの傾向

にあることが窺われる。（図3） 

　これを製造分野別にみると、「上

昇」は一般機器が20.6％（同7.7％）

で最も高く、次いで半導体20.0％（同

17.6％）、OA機器19.4％（同9.1％）

の順となっている。「横ばい」は電

気音響が75.0％（同42.5％）、電子

部品が71.4％（同52.9％）、農林機

器が70.6％（同33.3％）の順に高い。

「減少」は住宅関連が66.7％（同

55.6％）、通信機器が55.0％（同

71.4％）の順に高い。（図4） 

目　　的 　県内主要発注企業の外注状況及び受注企業に対する技術・加工等
のニーズを把握し、下請取引紹介あっせんの円滑化に資すること。 

対象企業 　県内所在の発注を主とする登録企業　114社 
調査方法 　調査対象企業を訪問してのヒアリングによる悉皆調査 
調査時点 　平成15年2月現在 
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外注金額全体では増加するも 
県内企業への外注金額は大きく減少 

図1 生産品目でみる現況（合計351品目） 

図3 生産品目でみる見通し（合計351品目） 

図2 製造分野別でみる現況（合計351品目） 

図4 製造分野別でみる見通し（合計351品目） 
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